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【目的】壬生藩医：五十嵐順智の子孫より寄贈された
『（異種）解体正図』（以後，（異種））と『解体正図』を
比較検討することで（異種）の作成時期とその役割に
ついて考察した．
【背景】『解体正図』は 1840 年に壬生藩医：齋藤玄昌
と石﨑正達が主宰した人体解剖の記録図である．この
他に中野正人氏が発見した（異種）が存在しているが，
表題や奥付が無いため制作者および制作時期に関する
情報が無い．しかし『解体正図』の存在が二代目：五
十嵐順智の解剖への関与を示唆しているため，（異種）
も何らかの役割を果していたと考えられた．
【方法】両者の引用元である【解体発蒙】【医範提綱
内象銅版図】を参考に（異種）と『解体正図』を比較
検討し，さらに使用されている解剖用語の引用元を調
査した．
【結果】（異種）19 葉の解剖図の内『解体正図』とほ
ぼ同じ解剖図は 4 葉，相似した解剖図は 5 葉，『解体正
図』に対応する解剖図が無かったのは 10 葉であった．
（異種）で使用された解剖用語は 1798 年に脱稿され
た【重訂解体新書】に，『解体正図』は 1805 年に刊行
された【和蘭内景医範提綱】に基づいていた．
【考察】（異種）は『解体正図』との類似性や表紙の
「五十嵐氏」の記載より，壬生藩での解剖前後に二代
目：五十嵐順智によって制作された可能性が最も高
く，製本の不完全性より個人的な覚書として制作され
たと考えられる．
解剖日や主宰者名が記載されていないことより，解
剖直後の記録図としては成立し難い．また『解体正図』
を参考にした場合，解剖後にあえて古い解剖用語を採
用したことに疑問があり，解剖より前に制作された可
能性が高い．その場合，両者の類似性より（異種）が
『解体正図』の参考元となったと推測され，二代目：五
十嵐順智は『解体正図』制作に深く関与していたと考
えられる．
【結論】使用された解剖用語の新旧と両者の類似性よ
り（異種）が解剖前に制作され『解体正図』の参考元
となった可能性と，二代目：五十嵐順智の解剖への深
い関わりが示唆された．
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【目的】看護基礎教育課程にある学修者を対象
に小児看護学実習にルーブリックを導入し，学
習効果や学習ツールの有用性を明らかにする．
【方法】対象；D 大学看護学部 3 年次 96 名　
方法；1）実習目的 20 項目からなるルーブリッ
ク評価表を作成，2）実習初日に評価表の判定・
記入方法について説明，3）実習中に学修者が自
己の目標や改善点を明確にできるよう指導，4）
実習終了時に①ルーブリック導入の有効性 1 項
目，②評価表の使いやすさ 1 項目，③小児看護
学実習における学習効果 16 項目）を調査した．
【結果】協力が得られた学修者は 86 名（回収
率 89.6％）であった．ルーブリック導入の有効
性は「非常に効果的：17 名（19.8％）」「効果的：
55 名（64.0％）」であった．また，評価表は「非
常に使いやすい：7 名（8.1％）」「使いやすい：
47 名（54.7％）」であった．
学習効果は，「看護の実践をするための方法の
理解に役立った」「看護を実践する上で役立っ
た」の 2 項目は相関係数 0.90 であった．また，
「対象をアセスメントする視点の理解に役立っ
た」と「看護の実践をするための方法の理解に
役立った」「看護を実践する上で役立った」との
2 項目間に相関係数 0.86，0.81 と高い正の相関
を認めた．「実習を通じて自分の成長が実感で
きた」と「対象を理解する上で役立った」「対象
をアセスメントする視点の理解に役立った」
「看護の実践をするための方法の理解に役立っ
た」「看護を実践する上で役立った」との 2 項目
間も，相関係数 0.70，0.72，0.71，0.74 と中等度
の正の相関を認めた．
【考察】小児看護学実習へのルーブリック導入
は，対象をアセスメントする指標の理解が看護
実践方法の理解に有用であり，対象の理解やア
セスメントする視点の理解，実践方法の理解，
看護の実践において評価指標として活用でき
た学修者ほど実習を通じた自己の成長の実感，
実習目標に対する形成評価に有効であること
が示唆された．
【結論】小児看護学実習にルーブリックを導入
した結果，対象をアセスメントする視点や看護
実践の方法の理解に有用であり，学修者もその
効果を実感できることが示唆された．
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